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２．化学物質管理の仕組み

３．化学物質の排出量削減取組み
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（特徴あるＣ－ＰＡ制度）

（フッ素や窒素の処理技術開発）

（自発的なリスコミ）

（地元町内会から報告があります）

（国内外からの最新情報収集と業界への水平展開）



LSI事業本部
福山事業所

福山事業所のロケーション

広島県福山市

「瀬戸内海の近傍に位置します」



広島県福山市大門町旭１番地

１９８５年(昭和６０年)２月

液晶用ＬＳＩ ，CCD/CMOSイメｰジｬ，システムＬＳＩ，フラｯシｭメモリ 等

約２１０,０００ｍ２ (約６３,０００坪)

所在地

設立年月

生産品目

敷地面積

福山事業所（ＬＳＩ事業本部生産拠点）

緑の多いきれい
な工場です！

緑の多いきれい
な工場です！

第4工場

第2工場

第3工場

技術ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ

第1工場

今年で稼働21年今年で稼働21年

「春にはウグイスの鳴声が聞える、緑の豊かな場所です。」



１．福山事業所の概要

２．化学物質管理の仕組み

３．化学物質の排出量削減取組み

４．リスクコミュニケーションの実施と反映

５．各種地域貢献活動について

６．積極的な社外活動について

（独自システムと確実な運用）



化学物質管理の仕組み（その１）

ＳＨＡＲＰ－ＣＭＳ(化学物質の管理システム）構築
Ｓ－ＣＭＳ（SHARP Chemical Management System)という化学管理システムを構築。

①化学物質の購入量、ＰＲＴＲ物質の取扱い量、排出量、移動量の把握
②排出量削減の進捗管理

①化学品の使用部門や環境・安全・衛生面を管理

「使用実態管理システム」

②化学品の安全情報を管理

「化学物質データベース等情報管理」

③化学品の購入・使用・排出量を管理

「収支集計システム」

３つの主要システムで構成

「化学物質収支の自動集計、情報のデーターベース化」



ＳＨＡＲＰ－ＣＭＳの実画面例

「イントラネット端末から何時でもアクセス可能」

①使用実態システム画面 ③集計システム画面

②化学物質データベース画面



化学物質管理の仕組み（その２）

新規化学物質採用可否フロー

新規薬品採用部門

事前評価の実施

環境推進部門

事前評価の判定

化学物質審査会

専門委員にて審査

安全衛生常任委員会

報告して確認

必要に応じ開催

総括安全衛生管理者

承認

事前評価実施風景

産業医の参画

薬剤師の
有資格者参画

②安全性の確認実験

①事前評価制度

「事前評価制度と安全性確認実験」



① 事前評価制度（Ｃ－ＰＡ制度）
Ｃ－ＰＡ：Chemical Product Assessment
（化学物質に係わる製品事前評価）

①開発設計段階での事前評価により、有害化学物質を含有する部品等の使用を避け、安全性を確保する。

②事業所内で使用する新規化学物質は、廃棄段階まで考慮して、安全

を確保し環境を保全する。

目的

採用検討部門

（技術、開発、設計）

新規化学物質
部 品
材 料

含有物質調査
リスト作成

環境推進部門

安全性/有害性
廃棄段階の影響
規制動向

評価し判定

協議

「毎回採用検討部門と協議交渉」

協議
協議



② 安全性の確認実験

処理実験の実施 魚、植物にて安全性検証

薬品メーカーの情報だけでは安全性が確認できない場合

「福山独自のチェック方式」



１．福山事業所の概要

２．化学物質管理の仕組み

３．化学物質の排出量削減取組み

４．リスクコミュニケーションの実施と反映

５．各種地域貢献活動について

６．積極的な社外活動について

（技術開発含めた積極的取組み）



化学物質排出量削減取組み（その１）

有害化学物質の使用廃止状況

トリクロロエチレン１９８９年

＜有害化学物質全廃時期＞

テトラクロロエチレン１９９０年

ＣＦＣ-１１２,１１３、四塩化炭素１９９３年

ＨＣＦＣ-２２５１９９８年

重クロム酸アンモニウム２０００年

Ｏ-ジクロロベンゼン２００１年

２００３年 ECA、フェノール

「計画的な有害化学物質の全廃」

製造プロセスの変更

薬品の代替化

により達成



化学物質排出量削減取組み（その２）

ＰＲＴＲ指定化学物質排出量の推移

＜ＰＲＴＲ化学物質排出量削減の取組み＞
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ＰＲＴＲ化学物質排出量実績

フェノール

ＥＣＡ

ECA、フェノール全廃２００３年度

フッ化水素等の削減
２０００年度～

２００５年度

Ｏ-ジクロロベンゼン全廃２０００年度

２００５年度～

推進中
2-アミノエタノールの削減

＜目標＞２００６年度に２０００年度排出量の９０％削減

「現場で開発した技術による計画的な削減」

2000年度の
排出量の８６％
削減を達成

現在、排出の殆どが

フッ化水素、
アミノエタノール



化学物質排出量削減取組み（その３）

化学物質別の対策例

排水中フッ素濃度の低減
（フッ素処理の技術開発）フッ化水素

及びその
水溶性塩

規制値（海域）の１/１０を達成（平均濃度 １.５ｐｐｍ）

アミノ
エタノール

最新バイオ技術を活用した
微生物分解実験を推進中

Ｎ、Ｎ-ｼﾞﾒﾁﾙ
ﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ

独自バイオ技術を活用した
微生物処理システムで処理中

その他
独自バイオ技術を活用した

微生物処理システムで処理中

「独自バイオ新技術等でフッ素、窒素等の削減」

（窒素処理の技術開発）

（窒素処理の技術開発）



福山事業所で開発した
バイオ技術



福山で開発したシステム①

現像廃液微生物処理システム（稼働中）

1996年に福山事業所の全廃棄物の約70％を現像廃液が占めた。

自然の力を活用し浄化する独自システムを開発し稼働。

微生物処理 中和処理（ｶｷ殻） 淡水魚の飼育（備長炭） （活性炭）

有機物処理【現像廃液】

通産大臣賞受賞

1999年度リサイクル

推進功労者等表彰
①処理に極力化学薬品を使わない

②余剰汚泥発生ゼロ（１０年間）

「高濃度現像廃液の処理」



硝 化 槽ﾏｲｸﾛﾅﾉﾊﾞﾌﾞﾙ発生槽 自然中和槽

P

水
流微生物の培養材
カキ殻の採用

脱

窒

工

程

今回開発のｵﾝﾘｰﾜﾝ環境技術

ﾏｲｸﾛﾅﾉﾊﾞﾌﾞﾙによる微生物の活性化

現像廃液 微生物
処理技術の応用

ﾏｲｸﾛﾅﾉﾊﾞﾌﾞﾙ
発生器

世界初

福山で開発したシステム②

-環境にやさしい新技術の開発／窒素処理技術-

「高濃度アンモニアの処理」

窒素含有排水

製品の微細化が進みアンモニア使用量が増加、処理技術の開発



当事業所で発明した化学物質削減に関する特許例

「排水処理方法及び排水処理装置」
固定化微生物によるフッ素及び過酸化水素の処理方法及び装置

化学処理
（フッ素）

物質処理
（窒素）

「排水処理方法及び排水処理装置」
ﾌｯ素の炭酸ｶﾙｼｳﾑによる排水処理方法

「排水処理方法及び排水処理装置」
木炭を利用した排水処理方法及び装置

生物処理
（窒素）

「高濃度窒素（アンモニア）排水の排水処理装置及び排水処理方法」
汚泥発生ゼロ化及び省エネ方式

「マイクロナノバブルによる高濃度窒素含有排水の排水処理装置
及び排水処理方法」
マイクロナノバブル処理を前処理とした窒素の排水処理方法

「アミノエタノールとジメチルスルホキシド含有排水の排水処理装置
及び排水処理方法」
かきがらのミネラル補給方式

現場での特許出願中と登録、約７０件

「現場で開発、即実行」



１．福山事業所の概要

２．化学物質管理の仕組み

３．化学物質の排出量削減取組み

４．リスクコミュニケーションの実施と反映

５．各種地域貢献活動について

６．積極的な社外活動について

（５つのコミュニケーション例）



コミュニケーション（事例１）

（ ７月１２日）自発的リスクコミュニケーション実施

ＰＲＴＲ物質排出量の大部分を占める
フッ化水素とアミノエタノールについてリスク評価

リスクコミュニケーションを行い、
その結果を環境取り組みに反映

「ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰとの総合的協議により方向性の決定」

当事業所が主体で
行政、地元に働きかけ



リスクコミュニケーションの模様
半導体製造工程 排水処理施設

放流水監視用めだか水槽

参加者５９名（化学物質ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰも参加）

「半導体業界各社も参加、業界への水平展開」



対話集会（リスクコミュニケーション）の事業内容への反映

今回のリスクコミュニケーション結果を基に

フッ素濃度低減対策から、瀬戸内海の赤潮等

の原因となりうる、排水中の窒素の低減対策

を優先的に実施。

「フッ素は、現状で問題ない事が判明
新たな窒素等の施策へ挑戦」



コミュニケーション（事例２）

ミニ対話会を兼ねた排水立会い分析

１、近隣町内会の代表者、行政、シャープの３者にて排水の

立会い分析（三者独自に分析、後日結果の照合）

２、結果照合時に行政を交え町内会の代表者と情報交換

３、１９９０年より実施、０５年１１月９日で２５回目

（昨年１１月９日実施）工場排水の採水風景 （１２月７日実施）分析結果照合風景

「１０年以上継続」

情報のオープン化



コミュニケーション（事例３）

地元との共同作業による地域ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝパネル作成

写真の思い出を語って戴いている風景設置したパネル説明の風景

「地元主体で５０年前の写真を説明」

事業所内、水処理エリアに設置



地域コミュニケーションパネル

地元を代表して、曽我部様よりこのパネルの説明をして戴きます。

６ｍ

４ｍ



コミュニケーション（事例４）

地域とのふれあい（ファミリーディ ｉｎ シャープ）
メイン会場

メイン会場

サブ会場

毎年夏に開催
「約１万人の方が参加」



（ファミリーディ ｉｎ シャープ）での環境展示
環境情報の開示 ミニ水族館

自然との触合い

メダカすくい 亀つかみ

「生き物を通じて環境の大切さをアピール」



コミュニケーション（事例５）

環境サイトレポートの発行

シャープ株式会社
ＩＣ事業本部
発行：２００５年５月

２００５年度
　　福山事業所　環境サイトレポート

事業所内で咲いたケナフの花

２００４年から毎年５月に発行、当事業所を訪れた方々に配布。

環境取組みや環境情報を一般に公開。

「サイトの情報開示及び地域とのコミュニケーションツール」

リスコミ普及活動として

①「国内業界での活動」

②「海外業界での活動」

③「専門誌への投稿」

後ほど説明します。



１．福山事業所の概要

２．化学物質管理の仕組み

３．化学物質の排出量削減取組み

４．リスクコミュニケーションの実施と反映

５．各種地域貢献活動について

６．積極的な社外活動について

（４つの地域貢献例）



地 域 貢 献 （事例１）

『広島県での森づくり』の植樹祭風景

【参加人数】

外部来賓：１２人、地元吉川地区：３４人

シャープ：１５８人（内、福山事業所：２８人）

植林数：１，５００本（今後５年間で２.５haに７，５００本植える予定 ）

福山事業所を含むシャープの広島県内３事業所が合同で、
東広島市に「森づくり」を行っております。

「森を作り自然との共生」



地 域 貢 献 （事例２）

事業所のボランティア活動

活動エリア

『地域社会への貢献』の一環として清掃活動を実施しております。

活動エリヤ

近隣地域清掃活動

福山市周辺清掃活動

「地域に根付いた地道な活動」

家族で参加



地 域 貢 献 （事例３）
社員のボランティｱ活動①

自然館（個人で作ったミニ水族館）での環境学習風景

• 地元新聞や地元テレビにて報道されました。
• 自然館内部にシャープにおける環境取組みパネル掲示

「地域の環境学習の場に開放」



地 域 貢 献 （事例４）
社員のボランティｱ活動②

地元用水路の整備

・５０年前の用水路を描いた、オブジェの設置

・歴史的遺産である用水整備・クスノキを保存

・自然館近くの約１３０ｍ整備中・日曜日に活動

「地元は感動、感激」



１．福山事業所の概要

２．化学物質管理の体制と仕組み

３．化学物質の排出量削減取組み

４．リスクコミュニケーションの実施と反映

５．特徴ある地域貢献について

６．積極的な社外活動について
（４つの積極的な社外活動例）



社 外 活 動 （事例１）

世界初・マイクロナノバブルによる
半導体工場の排水処理

２００５年 １２月９日
シャープ株式会社

ＬＳＩ事業本部 福山環境安全推進センター
山嵜・坂田・岩田

１２月９日の講演風景 講演内容

マイクロ・ナノバブル技術フォーラムで

当事業所の排水処理技術を発表
２００５年１２月９日 広島に於いて開催

「最先端技術を広めるための講演」



社 外 活 動 （事例２）

国内半導体環境安全委員会での活動

2005年度

・フッ素のリサイクルについてプラントメーカ見学会と講演会

・リスクコミュニケーション講演会

・化学物質に関するリスクアセスメント講演会
・フッ素のリサイクルプラントメーカ見学会
・ガスメーカーでのPFC除害設備の見学と講演会

・半導体製品に含まれる化学物質の情報提供に関する講演会

・有機フッ素系化合物に関する薬品メーカーの取組み講演会
・グリーン調達に関する講演会

・リスクコミュニケーション手法に関する講演会

・フッ素の高度処理システム講演会
・企業の社会的責任についての講演会

・当事業所の社員が講師となって、
当事業所のリスコミについて講演

・排水中のフッ素の濃縮及びリサイクル見学会
・有機フッ素系化合物の削減に関する薬品メーカー講演会
・揮発性有機化合物除害システムに関するメーカー講演会

2004年度

2003年度

2002年度

2000年度

実施年度 実 施 項 目

２２社

１５社

１８社

１３社

参加企業数

2001年度 １５社

「国内での発表と業界への水平展開」

１５社

・化学物質管理に関する国内外の最新情報の収集

・２０００年度より半導体業界へのはたらきかけ



社 外 活 動 （事例３）

国際半導体環境安全委員会に出席し

当事業所のリスクマネージメントを発表
２００５年６月１９日～２３日ｱﾒﾘｶ(ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ)に於いて開催

講演内容

RISK MANAGEMENT 
AT A SEMICONDUCTOR FABRICATION SITE

INTEGRATED CIRCUIT GROUP

SHARP CORPORATION

Kazuyuki Yamasaki , Kazumi Chuhjoh , Akio Gotoh

(C) 2005 SHARP CORPORATION

６月２２日の講演風景

「海外での発表と最新情報収集活動」



社 外 活 動 （事例４）

「リスクコミュニケーションの浸透を図り公表」
掲載紙

掲載原稿

「専門誌（ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽとｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ誌）への投稿」



私達の考え方

■ 私達は、地域の一員であることを自覚します。

■ 私達は、地域と共同して、
社会貢献活動を推進します。

■ 私達は、地域へのコミュニケーション
活動を通じて信頼を積み重ねます。

■ 私達は、地域へわかりやすい言葉で話しかけます。



ご清聴ありがとうございました。


